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1.　植 物は一定 の発芽条件に環境が達すれば，呼吸作

用や 各種酵素の作用により物質 代謝が行なわれ，い わゆ

る発芽 現象 をおこ す。特 に発芽時 の代謝に関し てカタ ラ

ーゼが働くこ とは，主 とし て水 稲，小麦 等の穀類に関し

てであり， 野菜につい て未詳の状態である。 かかる現況

にかんがみ， キャベツの発芽より結球するまでのカタラ

ーゼの分布 と消長を調査し た。

2.　キャベツの生 長過程 の各器官の一定量を とリ，乳



鉢 に海砂を加えて播潰し，アル コール にて攬 仲抽出し た

抽 出液をカタラ ーゼ液 とし, o °cに保 存し て使用し た。

カタラーゼ測定法 としてはヘ ニックス法に従い，三 角フ

ラスコに0.05N の過酸化水素0.35CC とM/150 燐酸緩衝

液（pH 6.8 ）lOcc 加 え,氷を浮かし てo ゜cにし た水 槽中

に浸し，Ice の酵 素液と蒸 溜水 を加 えて50cc とする。一

定時 間後5cc とV),    IN 硫酸lOcc 中に注加し過 マンガ

ン酸カリで滴定す る。 白試験 とし て煮 沸し た酵素液を加

えて同様に行ない，反応速度恒数を求 めオイラーの式 よ

り作用力を算出し た。

3.　その結果，播種間 もない 発芽し たば かりの幼植 物

はカクラー ゼカ は強く，生長 に伴い 次第に減 少し， 器官

の中では葉が最も強 くついで 茎根の順 となることを知 っ

た。またカタラ ーゼは呼吸 の旺盛 な時期や緑 色部 位に存

在することから，呼吸 と密接 な 関係 を 有 す る酵 素で あ

り， 光合成に重要 な役 目を有し てい ると察せられた。
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